
 

 

 

2026 年 3 月 27 日 
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（ご案内）ハーモニープロジェクト第 13 弾 街なか散策 
― 芭蕉の愛した水辺と、現代アートの涼を求めて ー 

 

 

新緑が美しい 5 月、江戸の風情と現代文化が融合する深川エリア
を歩きます。 
松尾芭蕉ゆかりの地を訪ね、隅田川の風を感じながら、懐かしい
商店街や現代美術館、広々とした木場公園へと巡る、ゆったりと
した街歩きです。 

 

 

 

 

 

 

前回の深川散策に続き、今回は少し足を延ばして森下から木場へ
と至る、新たな文化探訪の旅を企画いたしました。今回の旅路は、
江戸時代、松尾芭蕉が「古池や…」の名句を詠んだ静寂な水辺か
ら始まります。 そこから時を進め、昭和の時代に子供たちを夢中
にさせた「のらくろ」の懐かしい商店街へ。 

 

 

そして旅の締めくくりは、広大な木場公園の緑に包まれた現代美
術館で、最先端のアートの息吹に触れていただきます。江戸の侘
び寂び、昭和の温かみ、そして令和の革新性。 小名木川（おなぎ
がわ）の川風に吹かれながら、異なる時代を軽やかに行き来する
ような、そんな贅沢な午後をご一緒しませんか。 季節柄、涼しい
館内での鑑賞時間もたっぷりと設けております。 

 

 

 

 



比較的平坦なコースで、シニアの方にも歩きやすく、ご家族やご同伴の方とともに、季節の移ろい
を感じながら、語り合い、学び、味わうひとときをお楽しみください。 

 

 

記 
  
日 時：第 1 回目 ５月 29 日（金）13：00 
定 員：先着 25 名  
集 合：森下駅（都営新宿線・大江戸線） A1 出口 
解 散：木場駅（東京メトロ東西線） 
  
所用時間： 3 時間から 3 時間半（休憩時間含む） 
総歩行距離： 4km 
  
今回は、先着 25 名として、オーバーされた方が多い場合は、皆さんのご都合を伺って、その後の 5
月 31 日（日）に、催行を検討する計画です。 

 

 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
深川木場 街なか散策申込みフォーム 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 

 

■ 都営新宿線・大江戸線 森下駅（集合・出発） 
  
■ 江東区芭蕉記念館 
芭蕉ゆかりの品々や、深川での生活ぶりを伝える資料を鑑賞します。真筆の短冊なども展示される
ことがあります。賑やかな江戸の市中から離れ、この深川の地で芭蕉が求めた静けさを感じてくだ
さい。 
見どころ 
・芭蕉庵の復元 
  
■芭蕉庵史跡展望庭園 
芭蕉が実際に住んだとされる場所。隅田川と小名木川の合流点を見下ろす庭園からの眺めは、往時
を偲ばせます。展望庭園には芭蕉像が鎮座し、彼と同じ視線で隅田川を行き交う船を眺めることが
できます。川沿いに早咲きの紫陽花が彩りを添えていることでしょう。 
  
■小名木川沿い遊歩道 
江戸時代初期に造られた人工運河で、隅田川と旧中川を結び、江戸の経済を支えた「運河ネットワ
ーク」の一部として、利根川・関東内陸からの米、塩、木材などの物資を江戸へ運ぶ。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScrqsJtYAaGFZA6TcehSnko9wxR_zw__XKAuZz4cyAPjCaTSw/viewform?usp=dialog


  
■高橋（たかばし） 
小名木川に架かる歴史ある橋で、深川らしい落ち着いた雰囲気の周辺には、昔ながらの街並みが続
く。 
見どころ 
・地味ですが「通好みのスポット」 
  
■芭蕉稲荷神社 
見どころ 
・赤い鳥居と狛狐 
  
■ 田河水泡のらくろ館・のらくろロード 
漫画「のらくろ」の作者、田河水泡ゆかりの地。小さな記念館で懐かしさに浸り、商店街のレトロな
雰囲気を楽しみます。（※ここで少し早めの給水・喫茶休憩も可能です） 
見どころ 
・のらくろのモニュメント 
・昭和風情の商店街 
  
■ 東京都現代美術館 (MOT) 
広大で涼しい館内で、国内外の最先端アートに触れます。常設展だけでも見応え十分。建築そのも
のの美しさも必見です。設計者の柳澤孝彦氏は、日本を代表する公共建築・文化施設の名手として
広く知られています。「展示空間の質」と「都市・公園との関係性」を丁寧に読み取る設計姿勢が特
徴です。 
見どころ 
・大型彫刻作品 
・開放的な空間構成 
  
■ 木場公園 
美術館を出て、夕暮れの広い公園を木場駅方面へ。かつての貯木場の面影を感じさせる広々とした
空間で深呼吸。かつての「木場（材木の集積場）」が、広大な公園とアートの拠点へと生まれ変わり
ました。美術館の非常に高い天井と長い回廊は、それだけで非日常の体験です。空調の効いた静謐
な空間でアートに向き合った後は、夕暮れの木場公園の広がりが、心地よい開放感を与えてくれる
でしょう。 
  
■ 門前仲町駅（解散） 
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お問合せ：  
 森川紀一  morikawa@directforce.org  
 小林慎一郎   skobayashi@directforce.org 
 宮武里美      smiyatake@directforce.org 

以 上 
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